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ガ
ン
マ
線
は
、

透
過
性
の
強
い
電

磁
波
な
の
で
、
粒

子
で
あ
る
α
線
や

β
線
に
比
べ
て
、

身
体
で
は
、
ま
ば

ら
に
し
か
電
離
作
用
を
起
こ
さ

な
い
の
で
体
内
へ
の
影
響
は
少

な
い
。
国
は
、
原
爆
に
よ
る
被

害
で
、
初
期
放
射
線
に
よ
る
影

響
は
爆
心
地
か
ら
２
㎞
ま
で
で
、

残
留
放
射
線
の
関
与
は
誤
差
範

囲
内
と
言
っ
て
い
る
。し
か
し
、

黒
い
雨
な
ど
の
放
射
性
降
下
物

の
影
響
は
β
線
が
主
で
あ
り
、

内
部
被
ば
く
の
影
響
を
無
視
し

て
い
る
。
国
際
放
射
線
防
護
委

員
会（
I
C
R
P
）は
、
ガ
ン
マ

線
と
β
線
は
同
じ
程
度
の
損
傷

を
与
え
る
と
み
て
い
る
が
、
β

線
は
継
続
的
に
被
ば
く
す
る
の

で
D
N
A
損
傷
は
非
常
に
大
き

く
な
る
。▼
福
島
原
発
事
故
は
、

慢
性
的
な
全
身
被
ば
く
で
あ

り
、
外
部
被
ば
く
と
内
部
被
ば

く
を
含
ん
だ
も
の
と
な
る
。
福

島
で
問
題
と
な
っ
た
ヨ
ウ
素
１

３
１
は
、
β
線
を
出
し
同
時
に

ガ
ン
マ
線
も
出
す
。
ま
た
、
半

減
期
が
短
い
の
で
短
期
間
に
多

く
の
放
射
線
を
出
す
。
セ
シ
ウ

ム
も
ま
た
崩
壊
の
過
程
で
、
ガ

ン
マ
線
と
β
線
を
出
す
。
ヨ
ウ

素
１
３
１
は
子
供
で
は
、
甲
状

腺
に
多
く
取
り
込
ま
れ
る
。
そ

し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
研

究
で
は
、
セ
シ
ウ
ム
は
、
甲
状

腺
、
骨
格
筋
、
小
腸
、
心
筋
の

順
に
蓄
積
さ
れ
る
。
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
検
査
で

は
、
ガ
ン
マ
線
し
か
測
定
で
き

な
い
の
で
、
β
線
に
よ
る
内
部

被
ば
く
の
状
況
は
分
か
ら
な

い
。▼
福
島
県
の
検
診
時
に
は
、

ヨ
ウ
素
１
３
１
は
消
え
て
い
た

の
で
、
セ
シ
ウ
ム
の
ガ
ン
マ
線

だ
け
調
べ
た
こ
と
に
な
る
。
国

連
の
人
権
委
員
会
は
報
告
書

で
、
内
部
被
ば
く
の
検
査
を
拡

大
す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
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２
０
１
１
年
11
月
の
国
際
赤

十
字
代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

核
兵
器
は
国
際
人
道
法
に
違
反

し
、
核
兵
器
は
廃
絶
す
べ
き
で

あ
る
と
の
決
議
は
注
目
を
集
め

て
い
る
。
こ
の
代
表
者
会
議
に

は
、
日
本
赤
十
字
も
参
加
し
て

お
り
、
こ
の
事
に
関
し
て
日
赤

本
部
で
３
月
29
日
、
懇
談
を
行

　

２
０
１
３
年
の
反
核
医
師
の

会
・
全
国
世
話
人
会

が
、
６
月
９
日
に
開

催
さ
れ
た
。
会
は
、

永
瀬
常
任
世
話
人
か

ら
「
核
兵
器
禁
止
条

約
の
交
渉
開
始
を
求

め
る
機
運
は
高
ま
っ

て
き
て
い
る
が
、
具

体
的
な
動
き
は
な

い
。
ま
た
福
島
で
は

ま
だ
放
射
能
の
排
出

が
止
ま
ら
ず
、
汚
染

水
も
解
決
の
糸
口
が

見
え
な
い
。
子
ど
も

の
甲
状
腺
検
査
で

は
、
２
年
間
で
27
人

の
癌
と
そ
の
疑
い
が

見
つ
か
っ
て
い
る
。

核
兵
器
廃
絶
、
脱
原

発
、
憲
法
問
題
な
ど
課
題
は
多

の
支
援
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た

韓
国
の
反
核
医
師
の
会
な
ど

と
の
国
際
的
な
交
流
に
も
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
も
反
核
医
師
の
会
の
組

織
を
強
化
し
、
力
量
を
高
め
な

が
ら
運
動
を
進
め
て
行
こ

う
。」と
の
ま
と
め
も
含
め
て
、

活
動
報
告
な
ど
の
提
案
が
確

認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
年
度
の
「
つ
ど

い
北
海
道
」
の
開
催
地
の
福
地

会
長
と
塩
川
事
務
局
長
（
常
任

世
話
人
）
か
ら
、
つ
ど
い
を
契

機
に
北
海
道
の
会
の
組
織
強

化
へ
の
決
意
と
参
加
の
呼
び

か
け
で
幕
を
閉
じ
た
。

い
が
、
積
極
的
に
運
動
を
進
め

た
い
。」
と
の
開
会
の
挨
拶
で

始
ま
っ
た
。
代
表
世
話
人
の
中

川
か
ら
「
２
０
１
２
年
の
反
核

医
師
の
会
活
動
の
ま
と
め
と

２
０
１
３
年
の
方
針
（
案
）」

の
提
案
が
あ
り
、
引
き
続
い

て
、
伊
方
原
発
の
再
稼
働
を
許

さ
な
い
愛
媛
地
域
の
市
民
運

動
、
原
発
被
ば
く
問
題
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
、
韓
国
反
核
医

師
の
会
訪
問
の
補
足
報
告
、
２

０
１
２
年
度
決
算
と
監
査
報

告
、
２
０
１
３
年
度
予
算
案
の

提
案
が
あ
り
討
議
が
行
わ
れ

た
。
討
議
で
は
来
年
度
の
福
岡

で
の
つ
ど
い
に
関
す
る
発
言

や
、
J
P
P
N
W
と
の
関
係
、

組
織
強
化
な
ど
に
つ
い
て
の

質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　

各
県
で
は
、
学
習
講
演
会
の

開
催
や
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
な

ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
反
原
発

や
再
稼
働
を
許
さ
な
い
市
民

運
動
で
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
た
り
、
福
島
や
関
東
か
ら
の

避
難
者
の
健
康
相
談
や
健
診

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
「
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る

運
動
を
進
め
な
が
ら
、
原
発
事

故
に
よ
る
被
ば
く
や
避
難
者

っ
た
。

　

こ
の
懇
談
に
は
、
日
赤
側
か

ら
事
業
局
国
際
部
次
長
の
菅
井

智
氏
、
事
業
部
国
際
部
主
査
の

大
山
啓
都
氏
が
参
加
し
、
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｗ
か
ら
、
中
川
、
原
の
共
同

代
表
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、中
川
代
表
の
方
か
ら
、

核
兵
器
は
国
際
人
道
法
に
違
反

す
る
と
い
う
視
点
で
の
運
動
が

発
展
し
て
お
り
、
国
際
赤
十
字

の
果
た
し
て
い
る
役
割
は
大
き

い
。
是
非
、
日
本
で
も
、
日
赤

が
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
期
待
す
る

し
、
P
A
N
W
と
し
て
も
共
同

の
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
喜
ば

し
い
。
ま
た
、
最
近
、
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
パ
ン
フ
の
日
本
語
版
を
発
行

し
た
が
、
日
赤
な
ど
で
も
、
お

お
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
、
と
述
べ
た
。

　

日
赤
か
ら
は
、
国
際
赤
十
字

の
会
議
は
３
段
階
に
分
か
れ
て

お
り
、
第
1
段
階
は
世
界
１
８

７
社
の
連
盟
、
第
２
が
連
盟
に

国
際
委
員
会
が
入
っ
た
会
議
、

ト
ッ
プ
は
、
各
国
の
赤
十
字
と

日
本
赤
十
字
社
と
懇
談
す

る
中
川
（
左
か
ら
2
人
目
）、

原
（
左
端
）
代
表
世
話
人

　

第
24
回「
核
戦
争
に
反
対
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」（
以

下
つ
ど
い
）
は
９
月
21
日
㈯
午

後
１
時
か
ら
22
日
㈰
午
後
１
時

ま
で
北
海
道
札
幌
市
で
開
か
れ

ま
す
。

　

２
０
１
１
、
12
年
の
つ
ど
い

で
は
原
発
事
故
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
運
動
に
呼
応
し
て
核
兵
器
廃

絶
を
正
面
に
か
か
げ
、
原
発
や

憲
法
改
悪
に
通
底
す
る
安
保
体

制
の
問
題
も
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
平
和
憲

法
な
ま
ら（
＝
す
ご
く
）い
い
ん

で
な
い
か
い　

核
兵
器
と
原
発

ダ
メ
だ
べ
さ　

み
ん
な
で
や
れ

ば
で
き
る
っ
し
ょ
」
と
北
海
道

弁
丸
出
し
と
な
り
ま
し
た
が
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
し
っ
か
り
入
れ

た
つ
も
り
で
す
。

　

企
画
も
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し

た
。
１
日
目
の
記
念
講
演
は
村

田
光
平
さ
ん（
元
ス
イ
ス
大
使
）

の
「
世
界
に
学
ぶ
脱
原
発
─
地

球
の
未
来
の
た
め
に
」、
つ
づ

い
て
教
育
講
演
「
核
兵
器
廃
絶

へ
の
道
す
じ
」と
し
て
、黒
澤
満

さ
ん（
大
阪
女
学
院
大
学
教
授
）

と
中
村
桂
子
さ
ん
（
長
崎
大
学

核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
准

教
授
）に
お
話
し
い
た
だ
き
ま

す
。夜
は
懇
親
会
で
盛
り
上
が
り

ま
し
ょ
う
。
札
幌
在
住
の
チ
ェ

リ
ス
ト
土
田
英
順
さ
ん
の
演
奏

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
２

日
目
は
分
科
会
で
、
被
ば
く
問

題
と
憲
法
問
題
の
２
つ
で
す
。

　

参
加
申
込
欄
が
つ
い
た
チ
ラ

シ
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

の
で
（
核
戦
争
に
反
対
す
る
医

師
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、
ど
う

ぞ
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
学
生
と
一
般
市
民

は
参
加
費
無
料
と
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
９
月
下
旬
は
空
気

が
澄
ん
で
、
過
ご
し
や
す
い
時

季
で
す
。
翌
23
日
は
祝
日
で
す

し
、
ぜ
ひ
郊
外
に
足
を
伸
ば
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

日
本
赤
十
字
社
と
懇
談

　
共
同
の
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

反
核
医
師
の
会
代
表
世
話
人
　
原
　
和
人

2013年全国世話人会
 　　　　　　  開く

「反核医師のつどい」
9月は涼しい北海道へお越しください

反核医師の会常任世話人
現地実行委員会事務局長　塩川哲男

●日時
　�2013年９月21日（土）
　　　　　　      午後1時から
　　    22日（日）午後1時まで
●場所
　   1日目：アスティホール
　   2日目：札幌全日空ホテル
●参加費
　医師・歯科医師	 5,000円
　医療関係者	 2,000円
　医学生・一般	 無料  

政
府
が
入
る
会
議
で
あ
る
。
２

０
１
１
年
の
決
議
は
、
政
府
抜

き
の
二
段
階
目
の
国
際
赤
十
字

と
連
盟
の
会
議
で
決
議
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
国
際
赤
十
字
と

し
て
は
オ
ス
ロ
会
議
を
受
け
、

６
月
に
は
広
島
で
フ
ォ
ロ
ー
会

議
が
行
わ
れ
、
11
月
に
国
際
赤

十
字
代
表
者
会
議
が
シ
ド
ニ
ー

で
開
催
さ
れ
る
、
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

日
本
赤
十
字
と
し
て
は
、
今

ま
で
、核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
、

協
議
し
た
り
、
訴
え
に
対
し
て

行
動
を
起
こ
し
て
こ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、「
決
議
」
に
あ

る
よ
う
に
、
国
際
赤
十
字
の
す

べ
て
の
力
を
も
っ
て
し
て
も
、

核
戦
争
の
犠
牲
に
対
応
で
き
な

い
。各
国
の
赤
十
字
の
活
動
は
、

そ
の
国
の
政
府
の
立
場
に
影
響

さ
れ
る
と
と
も
に
、
独
自
性
を

も
っ
て
い
る
。
日
本
は
ア
メ
リ

カ
の
核
の
傘
の
下
に
あ
り
、
日

本
政
府
の「
究
極
的
核
廃
絶
論
」

の
中
で
、
日
赤
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
活
動
を
す
べ
き
か
、
日

本
の
様
々
な
立
場
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と

考
え
て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
、

今
後
、
核
兵
器
の
廃
絶
の
た
め

に
お
互
い
に
奮
闘
す
る
こ
と
を

確
認
し
て
懇
談
を
終
え
た
。

スライド報告に見入る世話人たち

反核医師の会代表世話人　中川 武夫
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表
記
の
会
議
が
オ
ス
ロ
ー
で

開
か
れ
る
に
際
し
、
被
団
協
、

反
核
法
律
家
協
会
、
民
医
連
の

三
者
で
共
同
し
て
特
に
被
爆
者

の
被
爆
体
験
及
び
原
爆
医
療
訴

訟
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
、
被
爆
直
後
の
悲
惨
さ
と
長

期
に
及
ぶ
健
康
被
害
の
２
点
か

ら
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
明
ら

か
に
す
る
と
い
う
観
点
で
文
書

を
作
成
し
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
政
府
主
催
会
議
に
参
加
し
ま

し
た
。
田
中
被
団
協
事
務
局
長

は
日
本
政
府
代
表
と
し
て
、
私

て
、
身
体
全
体
の
被
曝
量
を
は

じ
き
だ
す
の
が
Sv
な
の
で
難
し

さ
が
あ
る
。
教
科
書
的
に
は
放

射
線
の
直
接
影
響
や
細
胞
レ
ベ

ル
の
間
接
影
響
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷

つ
け
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は

α
線
が
γ
線
の
20
倍
の
意
味
は

説
明
で
き
な
い
。
コ
ン
プ
ト
ン

効
果
と
は
、
分
子
か
ら
電
子
を

吹
き
飛
ば
す
事
に
よ
っ
て
身
体

が
傷
つ
く
と
い
う
理
解
で
あ

る
。γ
線
、

β
線
は
分

子
か
ら
一

発
の
電
子

を
は
ぎ
取

る
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー

の
強
い
電

子
の
１
万

倍
の
重
さ

を
も
つ
α

線
は
、
一

発
の
放
射

線
で
20
個

の
電
子
を

吹
き
飛
ば

す
効
果
を

も
つ
。

　

双
葉
町
の
帰
還
時

期
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
ポ
ス
ト
か
ら
の

平
均
線
量
か
ら
の
計

算
で
、
一
番
高
線
量

の
場
所
が
、
安
心
し

て
住
め
る
線
量
ま
で

下
が
る
時
期
（
町
が

分
断
さ
れ
な
い
た
め

に
）
と
考
え
る
と
１

６
０
年
後
だ
。
し
か

し
双
葉
町
の
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
は
線
量

は
、
80
μ
〜
１
０
０

μ
Sv
/
ｈ
あ
っ
た
。

こ
の
濃
淡
の
汚
染
を

考
え
る
と
帰
還
時
期

は
２
５
０
年
後
〜
５

０
０
年
後
に
も
な

る
。
だ
が
国
は
７
年

後
く
ら
い
に
も
全
員

を
帰
還
さ
せ
る
と
言

っ
て
い
る
。
誰
の
た

め
の
行
政
か
、
誰
の

た
め
の
研
究
か
が
問

わ
れ
て
い
る
。

果
に
つ
い
て
、
Bq
は
放
射
性
物

質
が
1
秒
間
に
出
す
放
射
線
の

数
だ
。
Sv
は
人
体
に
及
ぼ
す
単

位
と
言
わ
れ
る
が
、
意
味
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
Sv
は
以
下
の

二
つ
の
要
素
で
決
定
す
る
、
①

放
射
線
の
種
類
に
よ
っ
て
影
響

が
違
う
（
α
線
は
、
γ
線
の
20

倍
の
影
響
）、
②
各
臓
器
に
よ

っ
て
感
受
性
が
違
う
。そ
こ
で
、

臓
器
ご
と
の
被
曝
量
を
出
し

人
以
上
が
参
加
し
、
核
兵
器
禁

止
条
約
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す

る
か
の
討
論
が
国
際

政
策
、
軍
事
専
門
家

に
加
え
て
、
赤
十
字

社
と
国
連
代
表
も
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
核
兵
器
の
基
本

的
な
こ
と
、
広
島
・

長
崎
の
被
害
、
核
戦

争
の
環
境
へ
の
影
響

な
ど
が
専
門
家
か
ら

報
告
さ
れ
、
人
道
法

と
の
関
連
な
ど
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
田
中
被
団
協
事

務
局
長
は
全
体
会
議

で
被
爆
体
験
に
つ
い
て
５
分
ほ

ど
話
さ
れ
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
印
象
で
し
た
。
私

は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

で
、
反
核
法
律
家
協
会
の
大
久

保
氏
な
ど
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ

５
分
間
ほ
ど
話
し
ま
し
た
。
原

爆
症
認
定
訴
訟
の
こ
と
は
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、「
新
し
い
報
告
」

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
活
動
家
か

ら
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
主
催
「
核

兵
器
の
人
道
的
影
響
」
会
議
は

１
２
７
カ
国
か
ら
５
０
０
人
以

上
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
核
保
有
国
の
参
加
は
イ
ン

ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
み
で
し

た
。
日
本
か
ら
は
、
吉
田
軍
縮

課
長
と
課
員
、
田
中
被
団
協
事

務
局
長
、
朝
長
長
崎
原
爆
病
院

院
長
が
正
式
代
表
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
朝
長
氏
が
、
全
体

会
議
の
核
兵
器
の
医
学
的
影
響

た
。

　

こ
の
会
議
の
成
果
を
も
と
に

４
月
に
開
か
れ
た
N
P
T
再
検

討
会
議
準
備
会
議
で
、
核
兵
器

の
非
人
道
性
を
明
ら
か
に
す
る

南
ア
フ
リ
カ
が
提
案
す
る
声
明

に
70
カ
国
が
賛
同
、
日
本
政
府

は
署
名
せ
ず
、
日
本
が
ア
メ
リ

カ
の
核
の
傘
に
い
る
こ
と
の
犯

罪
性
と
、
北
ア
ジ
ア
非
核
地
帯

の
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み
の

重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
世
界
が
今

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
、

日
本
政
府
の
国
際
的
な
会
議
で

の
対
応
に
つ
い
て
、
も
っ
と
日

本
国
民
に
知
ら
せ
、
核
に
対
す

る
態
度
を
転
換
さ
せ
る
私
た
ち

の
責
務
も
痛
感
し
た
会
議
で
し

た
。

と
題
し
て
講
演
し
、
田
中
氏
は

日
本
政
府
代
表
と
し
て
被
爆
体

験
を
話
し
ま
し
た
。
日
本
政
府

の
代
表
と
し
て
被
爆
者
が
話
し

た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
画
期

的
な
こ
と
で
す
。
核
兵
器
非
核

地
帯
の
諸
国
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
を
作
る
べ
き
と
の
発
言
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
国
連
加
盟
諸

国
の
過
半
数
が
参
加
し
た
こ
と

で
も
会
議
は
成
功
と
の
評
価
が

一
般
的
で
し
た
。
次
回
は
メ
キ

シ
コ
で
開
催
し
ま
す
。
日
本
政

府
は
最
後
に
軍
縮
課
長
が
発
言

し
ま
し
た
が
N
P
T
の
枠
内
で

の
発
言
に
留
ま
り
ま
し
た
。

N
P
T
再
検
討
会
議
の
間
に
核

兵
器
禁
止
条
約
に
む
け
た
動
き

が
世
界
の
潮
流
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
の
を
感
じ
た
会
議
で
し

　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
３
月
１

〜
２
日
に
70
カ
国
か
ら
５
０
０

は
世
界
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
50
人
枠

に
入
り
政
府
会
議
に
正
式
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
か
ら
２
年
３
か
月
、

放
射
能
汚
染
の
実
態
は

6
月
9
日
の
全
国
世
話
人
会
の
午
後
に
公
開
講
演
と
し

て
、
獨
協
医
科
大
学
の
木
村
真
三
准
教
授
に
「
福
島
原
発

事
故
か
ら
2
年
3
か
月
、
放
射
能
汚
染
の
実
態
は
」
の
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

政
府
会
議（
上
）と
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム（
下
）の
様
子

講演する木村真三・獨協大学准教授＝2013年６月９日

立
医
大
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
で
癌
が
み
つ
か
っ
た

の
が
、
事
故
後
４
〜
５
年
以
後

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
以
前
に
発

症
し
た
甲
状
腺
癌
は
、
放
射
線

の
影
響
は
考
え
ら
れ
な
い
と
説

明
し
て
い
る
。演
者
は
事
故
後
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
福
島
県
で
調
査

研
究
を
し
て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
医
師
も
こ
れ
は
「
ス
ク

　

最
近
の
福
島
県
甲
状
腺
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
、
17
万
４
千

人
の
内
18
歳
以
下
で
甲
状
腺
癌

の
診
断
確
定
者
が
12
人
、
癌
疑

い
は
15
人
に
な
っ
た
。
福
島
県

リ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」
だ
と
い
っ

て
い
る
。
水
俣
病
の
よ
う
な
重

金
属
障
害
で
は
、
何
ら
か
の
痕

跡
を
も
と
に
証
拠
を
分
析
で
き

る
が
、
放
射
線
は
分
析
で
き
ず

障
害
を
明
ら
か
に
し
に
く
い
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
２
０
０
５

年
の
C
a
r
d
i
s
論
文
で
、

明
ら
か
に
低
線
量
域
で
も
危
険

は
０
か
ら
直
線
的
に
上
昇
し
て

い
る
。
日
本
で
は
ど
う
し
て

1
0
0
m
Sv
以
下
は
大
丈
夫
と

言
え
る
の
か
？

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
も
日
本
で

も
、
ヨ
ウ
素
の
初
期
被
曝
は
あ

き
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
事

故
前
の
甲
状
腺
癌
の
組
織
所
見

で
、
被
災
３
カ
国
を
含
め
た
欧

米
と
日
本
は
違
い
が
あ
る
と
の

報
告
が
あ
る
。
食
生
活
の
違
い

も
あ
る
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
効

果
で
決
め
つ
け
る
の
は
問
題
で

あ
る
。

　

疑
わ
し
け
れ
ば
、
罰
す
る
の

が
労
災
認
定
の
考
え
方
で
あ

る
。
原
発
健
康
障
害
も
そ
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
カ
ル
テ
は
50

年
保
存
で
あ
る
。
二
本
松
市
で

は
今
後
の
健
康
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
全
市
民
に
健
康
手
帳
を

つ
く
っ
て
配
布
し
こ
れ
に
内
部

被
曝
、
外
部
被
曝
の
デ
ー
タ
ー

を
記
入
し
て
保
存
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
日
本
で
も
50
年
カ
ル
テ
保

存
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
。
放

射
線
汚
染
の
問
題
は
、
現
場
で

デ
ー
タ
ー
を
出
さ
な
け
れ
ば
何

も
い
え
な
い
。
皆
が
市
民
科
学

者
と
し
て
知
識
を
高
め
て
戦
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）
と
ベ
ク

レ
ル
（
Bq
）
と
コ
ン
プ
ト
ン
効

2 0 1 3 年 度 会 費 納 入 の お ね が い
　本会は、会員の皆様の会費と、主旨に賛同いただいている募金によって運営しています。
　今年は第24回反核医師医学者のつどい（９月21〜 22日・札幌）開催などが予定されています。
　また、ＩＣＡＮ運動をさらに押し進める行動にもとりくんでいきたいと考えています。
　2013年度（2013年4月1日〜2014年3月31日）会費納入と募金へのご協力をお願いいたします。

　個人会員（医師・歯科医師、医学者）10,000円／医・歯学生会員　1,000円／賛助会員　1,000円

　振込先　◇りそな銀行　新都心営業部　普通　１５５７５０２　「反核医師　医学者の集い」　
　　　　　◇郵便振替　００１７０−７−５６７６４　「反核医師・医学者のつどい」

反
核
医
師
の
会
常
任
世
話
人　

大
場 

敏
明

2
0
1
3
年
全
国
世
話
人
会
公
開
講
演

オスローでの核兵器の人道的影響に関する
市民フォーラム（2013.3.1-3.2）及びノルウェー
政府主催会議（2013.3.4-5）に参加して

大阪・阪南医療生協診療所所長　眞鍋　穰
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安
倍
総
理
は
原
発
輸
出
を
成

長
戦
略
の
一
つ
と
考
え
て
、
イ

ン
ド
、
ト
ル
コ
な
ど
と
原
子
力

協
定
を
結
ん
だ
。電
力
会
社
と
、

原
発
メ
ー
カ
ー
の
利
益
を
考
え

た
も
の
だ
。
国
際
原
子
力
開
発

株
式
会
社
（
グ
ロ
ー
バ
ル
原
発

企
業
）
が
設
立
さ
れ
た
。
北
海

道
電
力
株
式
会
社
、
東
北
電
力

株
式
会
社
、
東
京
電
力
株
式
会

社
、
中
部
電
力
株
式
会
社
、
北

陸
電
力
株
式
会
社
、
関
西
電
力

株
式
会
社
、
中
国
電
力
株
式
会

社
、
四
国
電
力
株
式
会
社
、
九

州
電
力
株
式
会
社
、
株
式
会
社

東
芝
、株
式
会
社
日
立
製
作
所
、

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
、
株
式

会
社
産
業
革
新
機
構
が
出
資
し

資
本
金
２
億
円
の
会
社
で
あ

る
。
産
業
革
新
機
構
に
は
政
府

が
財
政
投
融
資
特
別
会
計
か
ら

出
資
（
２
５
２
０
億
円
）
し
、

27
社
の
民
間
企
業
も
出
資
（
１

４
０
億
円
）
し
て
い
る
。

　

民
間
企
業
と
は
、
旭
化
成
株

式
会
社
、大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
、

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
、
シ
ャ
ー

プ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
商
工

組
合
中
央
金
庫
、
住
友
化
学
株

式
会
社
、住
友
商
事
株
式
会
社
、

住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
、
ソ

ニ
ー
株
式
会
社
、
武
田
薬
品
工

業
株
式
会
社
、
東
京
電
力
株
式

会
社
、
株
式
会
社
東
芝
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
株
式
会
社
、
日
揮
株

式
会
社
、
株
式
会
社
日
本
政
策

投
資
銀
行
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株

式
会
社
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
、
株
式
会
社
日
立
製
作

所
、
丸
紅
株
式
会
社
、
株
式
会

社
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀

行
、株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
、

株
式
会
社
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
三
菱
重
工
業

株
式
会
社
、
三
菱
商
事
株
式
会

社
、
株
式
会
社
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
Ｇ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社
、
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
の
27
社
だ
。
官

民
一
体
と
な
っ
て
原
発
を
輸
出

す
る
計
画
で
あ
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
オ

ノ
フ
レ
原
発
２
号
機
と
３
号
機

の
蒸
気
発
生
器
の
配
管
が
破
損

し
運
転
を
停
止
し
て
い
る
問
題

で
三
菱
重
工
が
損
害
賠
償
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
原
発
に
何
ら

か
の
ト
ラ
ブ
ル
、
過
酷
事
故
等

が
発
生
し
た
時
、
そ
の
補
償
は

ど
う
な
る
の
か
。
当
然
、
国
際

原
子
力
開
発
株
式
会
社
が
す
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
補
償
の
原
資

を
ど
う
す

る
の
か
。

電
力
会
社

と
政
府
が

関
与
し
て

い
る
の

で
、
電
気

料
金
と
税

金
で
賄
う

こ
と
に
な

る
。
福
島

第
一
原
発

事
故
の
補

償
金
が
ど

れ
く
ら
い

に
な
る
か

検
討
も
つ

か
な
い
状

況
で
、
海

外
の
原
発
ま
で
補
償
す
る
と
末

恐
ろ
し
く
な
る
。
本
来
国
民
に

再
分
配
さ
れ
る
べ
き
税
金
が
海

外
の
原
発
に
流
れ
、
国
民
生
活

を
圧
迫
す
る
だ
ろ
う
。
輸
出
先

は
ど
の
国
で
あ
ろ
う
と
儲
け
た

ら
い
い
。

　

ま
た
、
使
用
済
み
核
燃
料
を

日
本
が
回
収
す
る
約
束
を
し
て

他
国
の
原
発
メ
ー
カ
ー
と
競
争

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
核
の
平

和
利
用
で
原
発
を
売
る
こ
と

は
、
核
兵
器
の
核
拡
散
に
協
力

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

５
月
末
の
国
連
科
学
委
員
会

は
福
島
事
故
で
は
住
民
の
健
康

被
害
は
無
か
っ
た
と
表
明
し
、

日
本
政
府
も
健
康
被
害
は
な
い

と
し
て
い
る
。
甲
状
腺
の
ガ
ン

や
腫
瘍
は
丁
寧
に
調
べ
て
た
ま

た
ま
見
つ
か
っ
た
「
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
効
果
」
と
放
射
線
の
影

響
を
否
定
し
て
い
る
。
事
故
の

被
災
者
へ
の
補
償
金
を
少
な
く

見
積
も
り
、健
康
被
害
も
な
い
、

日
本
の
原
発
は
再
稼
動
も
出
来

る
と
世
界
に
宣
伝
す
れ
ば
、
原

発
を
買
っ
て
も
ら
え
る
と
思
っ

て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
原
発
企

業
は
国
民
の
健
康
や
経
済
負
担

を
食
い
物
に
し
、
安
倍
総
理
の

言
う
国
益
な
ど
考
え
ず
、
企
業

益
の
み
追
及
す
る
。

　

6
月
8
日
（
土
）、
翌
日

の
全
国
世
話
人
会
を
控
え
て

反
核
医
師
の
会
で
は
、
東

京
・
御
茶
ノ
水
駅
前
で
「
核

兵
器
廃
絶
・
原
発
ゼ
ロ
」
を

　

安
倍
政
権
は
「
改
憲
」
実

現
の
た
め
に
、
憲
法
を
ど
う

変
え
る
か
を
一
時
棚
上
げ

し
て
、「
96
条
改
憲
」
を
先

行
さ
せ
る
迂
回
作
戦
を
と

り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
安
倍
首
相
の

思
惑
は
外
れ
て
、「
改
憲
」

論
者
も
含
む
多
く
の
国
民

の
反
発
に
直
面
し
ま
し

た
。
安
倍
首
相
が
「
反
対
意

見
が
多
い
の
も
事
実
だ
」（
参

院
予
算
委
）
と
発
言
す
る
な

ど
推
進
派
は
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
発
言
。
し
か
し
、
目
論
見

が
は
ず
れ
た
と
は
い
え
、「
改

憲
」
勢
力
の
執
念
は
か
っ
て

な
い
も
の
で
す
。「
改
憲
」

反
対
の
運
動
を
緩
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

重
大
問
題
の
一
つ
は
政

府
が
国
家
安
全
保
障
会
議

（
日
本
版
N
S
C
）
設
置
法

を
国
会
に
提
出
し
た
こ
と

で
す
。
国
家
安
全
保
障
問
題

の
決
定
を
首
相
を
議
長
と

し
、官
房
長
官
、外
務
大
臣
、

防
衛
大
臣
の
少
数
の
閣
僚

で
構
成
さ
れ
る
機
関
で
決

定
す
る
も
の
で
す
。
し
か
も

議
長
、
議
員
は
じ
め
代
理
出

席
す
る
副
大
臣
、
関
係
者
、

事
態
対
処
専
門
委
員
会
委

員
長
に
は
会
議
内
容
に
関

し
て
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
国

の
安
全
保
障
と
い
う
重
大

事
項
に
つ
い
て
国
会
の
審

議
の
道
も
閉
ざ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
憲
法
違

反
の
設
置
法
と
い
う
べ
き

で
す
。

　

自
衛
隊
は
日
米
共
同
作

戦
体
制
強
化
で
も
新
た
な

危
険
な
段
階
に
突
き
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
6
月
、陸
・

海
・
空
自
衛
隊
は
米
国
西
海

岸
で
日
米
共
同
訓
練
を
行

な
っ
て
い
ま
す
（
本
稿
執
筆

中
）。
こ
の
共
同
訓
練
「
ド

ー
ン
・
ブ
リ
ッ
ツ
（
夜
明
け

の
電
撃
戦
）」
は
離
島
防
衛
・

奪
還
訓

練
と
さ

れ
て
い

ま
す
。

米
軍
機

オ
ス
プ

レ
イ
を

海
上
自
衛
隊
の
艦
船
に
着

陸
さ
せ
、
格
納
庫
に
も
入
る

こ
と
を
確
か
め
ま
し
た
。
日

米
共
同
で
上
陸
訓
練
を
行

な
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
が
米

軍
と
と
も
に
「
戦
争
」
を
行

な
う
体
制
を
訓
練
す
る
も

の
で
す
。
離
島
防
衛
・
奪
還

と
い
い
ま
す
が
、
島
し
ょ
部

の
安
全
確
保
は
対
話
に
よ

る
平
和
的
な
外
交
交
渉
で

解
決
す
る
べ
き
で
す
。
国
民

の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

で
具
体
的
内
容
を
は
っ
き

り
説
明
し
な
い
で
上
陸
戦

闘
訓
練
を
日
米
共
同
で
行

な
う
こ
と
は
集
団
的
自
衛

権
を
禁
じ
た
憲
法
に
抵
触

す
る
危
険
が
濃
厚
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な「
立
法
改
憲
」

は
「
解
釈
改
憲
」
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
す
。「
明
文

改
憲
」
を
拒
否
す
る
と
と
も

に
、
な
し
崩
し
「
改
憲
」
も

断
固
と
し
て
拒
否
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　（
２
０
１
３.
６.
20　

T
H
）

時事モニター

第 ９ 回

憲
法
無
視
の
安
倍
政
権

　

反
核
医
師
の
会
で
は
核
兵
器

廃
絶
日
本
N
G
O
連
絡
会
と
共

同
で
、
I
C
A
N
（
核
兵
器
廃

絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が
企

画
し
、
I
P
P
N
W
（
核
戦
争

防
止
国
際
医
師
会
議
）
と
ピ
ー

ス
ボ
ー
ト
が
作
成
し
た
パ
ン
フ

「
壊
滅
的
な
人
道
的
被
害
」
の

日
本
語
版
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
核
兵
器
は
国
際
人

道
法
に
違
反
す
る
」
と
の
世
論

を
高
め
て
、
人
道
法
に
違
反
す

る
対
人
地
雷
禁
止
条
約
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
核
兵
器
の
使
用
を

条
約
と
し
て
禁
止
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

同
パ
ン
フ
は
1
冊
60
円
で
、

I
C
A
N
の
旧
パ
ン
フ
（
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｎ
概
要
）
を
1
冊
に
つ
き
1

冊
無
料
進
呈
し
ま
す
。

「ICAN 新パンフ」　好評です！
▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

　
 

グ
ロ
ー
バ
ル
原
発
企
業
が
誕
生

反
核
医
師
の
会
世
話
人　

北
川 

喜
久
雄

東
京
・
御
茶
ノ
水
駅
前
で
街
宣

訴
え
る
街
頭
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
原
代
表
世
話
人
が
マ

イ
ク
を
持
ち
、
道
行
く
人
た

ち
に
、
い
ま
だ
に
世
界
に
多

量
に
存
在
し
て
い
る
核
兵
器

を
廃
絶
す
る
こ
と

が
被
爆
国
日
本
の

使
命
で
あ
る
こ
と

や
、
依
然
と
し
て

大
量
の
放
射
性
物

質
を
放
出
し
続
け

て
い
る
福
島
原
発

を
よ
そ
に
政
府
は

原
発
の
再
稼
働
や

原
発
輸
出
を
狙
っ

て
い
る
危
険
性
を

訴
え
ま
し
た
。「
核

兵
器
反
対
」
と
印

刷
し
た
風
船
を
配

布
し
ま
し
た
。
学

生
や
子
ど
も
達
に

と
て
も
喜
ば
れ
ま

し
た
。

マイクを握る原代表世話人
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性
文
明
」
の
説
明
を
加
え
、
世

界
は
父
性
文
明
の
潮
流
か
ら
母

性
文
明
の
転
換
が
必
要
だ
と
話

す
。
父
性
は「
力
」、母
性
は「
寛

容
・
調
和
」
を
基
調
と
す
る
概

念
。
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
理

解
で
き
る
が
、
様
々
に
解
釈
で

き
、
現
実
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
わ
か
り
に
く
い
。

　

最
後
に
、
各
国
首
脳
ら
に
情

報
発
信
し
、
国
連
倫
理
サ
ミ
ッ

ト
や
地
球
倫
理
国
際
日
を
設
け

よ
う
と
提
案
し
、
国
連
総
長
は

じ
め
有
力
者
の
賛
意
を
受
け
て

い
る
と
紹
介
。
倫
理
問
題
は
誰

も
反
対
で
き
な
い
性
格
の
も
の

で
あ
り
、
協
力
を
呼
び
か
け
た

い
と
結
ば
れ
た
。

学
思
想
と
説
明
。
要
す
る
に
、

歴
史
の
法
則
・
真
理
で
あ
り
、

原
発
は
天
地
の
摂
理
に
反
す
る

も
の
だ
と
強
調
し
た
。
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
後
、
世
界
は
脱

原
発
に
方
向
転
換
し
た
の
に
、

日
本
だ
け
が
原
発
推
進
を
続
け

て
い
る
。
原
発
再
稼
働
や
輸
出

は
も
っ
て
の
ほ
か
。
福
島
４
号

機
の
危
機
的
状
況
を
、
軽
視
し

て
い
る
。東
電
ま
か
せ
に
せ
ず
、

国
の
責
任
で
処
理
す
べ
き
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
す
る
よ
う
な

場
合
で
は
な
い
と
強
調
。

　

ま
た
、
福
島
事
故
の
教
訓
と

し
て
、
経
済
重
視
か
ら
生
命
重

視
へ
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
説
き
、「
父
性
文
明
」と「
母

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
核
開
発
、

原
発
な
ど
に
関
心
を
よ
せ
、
早

く
か
ら
脱
原
発
を
発
信
し
て
き

た
。

　

話
は
、
ま
ず
「
未
来
の
世
代

の
代
表
」
と
自
己
紹
介
し
、「
天

地
の
摂
理
」
を
説
く
。「
天
の

摂
理
」
だ
と
宗
教
的
色
彩
が
あ

る
の
で
、「
地
」
を
入
れ
、
哲

　

去
る
５
月
18
日
㈯
、「
核
戦

争
に
反
対
す
る
医
師
の
会
・
愛

知
」
は
、31
周
年
記
念
と
し
て
、

名
古
屋
市
内
の
愛
知
県
保
険
医

協
会
・
伏
見
会
議
室
に
て
、「
原

子
力
と
日
本
病
」
の
題
で
、
元

駐
ス
イ
ス
大
使
で
当
地
の
東
海

学
園
大
名
誉
教
授
・
村
田
光
平

氏
の
講
演
会
を
開
い
た
。
予
想

を
う
わ
ま
わ
る
１
１
１
名
の
参

加
者
が
あ
り
、原
発
へ
の
関
心
、

氏
へ
の
注
目
が
示
さ
れ
た
講
演

で
あ
っ
た
。

　

村
田
氏
は
、
東
大
法
学
部
卒

業
後
外
務
省
に
入
り
、
セ
ネ
ガ

ル
や
ス
イ
ス
の
大
使
等
を
歴
任

し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
が
大
き
な
契
機
と
な
り
、

か
け
るnuclear abolition day

に
毎
年
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

が
、
今
年
は
６
月
９
日
に
行
っ

た
。

　

私
た
ち
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
よ
び

　

午
前
11
時
か
ら
、
繁
華
街
の

デ
パ
ー
ト
前
で
白
衣
の
街
頭
宣

伝
を
行
い
、
I
C
A
N
パ
ン
フ

を
渡
し
な
が
ら
、
非
人
道
兵
器

で
あ
る
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

の
交
渉
を
早
急
に
開
始
す
る
よ

う
に
求
め
る
国
際
署
名
に
取
り

組
ん
だ
。

　

高
校
生
や
風
船
を
求
め
る
子

供
た
ち
の
若
い
母
親
が
署
名
に

多
く
応
じ
て
く
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
中
沢
啓
二
さ
ん

の
被
曝
証
言
を
つ
づ
る
「
は
だ

し
の
ゲ
ン
が
見
た
ヒ
ロ
シ
マ
」

を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
に
ア
ー
サ

ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
の
「
炉
は

つ
づ
く
よ　

ど
こ
ま
で
も
？
」

と
題
し
た
講
演
を
聞
い
た
。
当

日
券
購
入
が
1
0
0
名
近
く
あ

り
、
予
想
を
上
回
る
3
2
0
名

の
参
加
で
2
5
0
名
分
用
意
し

た
椅
子
や
、
資
料
を
急
遽
、
追

加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
に
ひ
か

れ
て
若
い
人
の
参
加
も
多
く
、

中
沢
さ
ん
の
話
を
直
接
聞
い

て
、「
改
め
て
戦
争
は
嫌
だ
し
、

原
爆
は
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」、「『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

を
子
供
た
ち
に
も
っ
と
読
ま
せ

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
た
。

　

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

の
話
は
文
学
者
・
詩
人
と
し
て
、

自
分
の
立
ち
位
置
を
は
っ
き
り

さ
せ
て
、
言
葉
の
意
味
を
し
っ

か
り
理
解
し
、
使
う
こ
と
が
重

要
だ
と
前
置
き
し
、
核
兵
器
の

た
め
に
必
要
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
用
意

さ
れ
た
原
発
の
本
質
を
つ
か
む

こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。

　

そ
し
てnuclear reactor

は

「
原
子
炉
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

が
、
本
来
は
「
核
分
裂
反
応
装

置
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

原
子
力
発
電
所
と
訳
さ
れ
る

nuclear  pow
er plant

は
「
核

分
裂
反
応
装
置
を
利
用
し
て
蒸

気
を
作
り
、
発
電
す
る
工
場
」

と
理
解
す
べ
き
で
あ
り
、
言
葉

の
ペ
テ
ン
に
騙
さ
れ
て
は
い
け

な
い
と
強
調
さ
れ
た
。

　

当
日
は
『
講
演
に
感
動
し
、

自
分
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し

て
言
葉
を
理
解
し
、
使
う
こ
と

の
重
要
性
を
学
ん
だ
』
と
80
通

を
超
え
る
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

今
回
の
企
画
は
「『
は
だ
し

の
ゲ
ン
』
を
ひ
ろ
め
る
会
」
と

共
催
で
あ
っ
た
が
、
若
い
人
の

参
加
や
、
詩
人
の
会
な
ど
と
の

新
し
い
つ
な
が
り
も
広
が
り
、

核
兵
器
廃
絶
の
運
動
を
発
展
さ

せ
、
引
き
継
ぐ
う
え
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。

学生部会
コーナー

愛　  知

石　  川

講
演
す
る
村
田
光
平
氏

元
駐
ス
イ
ス
大
使

  
村
田
光
平
氏 

講
演
会  

開
く

	

核
戦
争
に
反
対
す
る
医
師
の
会

	

愛
知
事
務
局
次
長　

土
井 

敏
彦

核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動
デ
ー
に

　 

と
り
く
ん
で

核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川
医
師
の
会

代
表
世
話
人　

白
崎 

良
明

北
海
道
・
勤
医
協
伏
古
十
条
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

医
師　

小
泉 

茂
樹

（�

か
も
が
わ
出
版	

	

2
5
0
0
円
＋
税
）

書評

　

２
０
０
３
年
４
月
に
始
ま

っ
た
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟

は
全
国
17
地
裁
で
原
告
３
０

６
名
に
上
り
、
２
０
１
１
年

12
月
に
終
結
す
る
ま
で
８
年

余
り
の
裁
判
闘
争
に
な
っ

た
。
こ
の
間
に
原
告
60
人
以

上
が
死
亡
す
る
と
い
う
ま
さ

に
命
を
か
け
た
闘
い
で
あ
っ

た
。
本
書
は
、
こ
の
訴
訟
を

医
学
的
に
支
援
し
た
全
国
43

名
の
医
師
た
ち
の
記
録
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
被
団
協
か

ら
集
団
訴
訟
の
協

力
を
依
頼
さ
れ
た

全
日
本
民
医
連
は

支
援
を
決
定
し
、

被
爆
者
医
療
を
行

っ
て
き
た
医
師
を

中
心
に
支
援
医
師

団
が
構
成
さ
れ

た
。
当
初
は
戸
惑

い
、
不
安
が
あ
っ

た
が
、
被
爆
者
に

寄
り
添
い
、
医
学

論
争
の
覚
悟
を
決

め
る
に
至
っ
た
経

緯
は
日
本
被
団
協

と
弁
護
士
団
か
ら

の
寄
稿
と
座
談
会

で
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

支
援
医
師
団
は

渾
身
の
力
を
振
り

絞
っ
て
歴
史
的
な
裁
判
闘
争

に
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
の

だ
が
、
統
一
意
見
書
の
作
成

が
大
き
な
鍵
と
な
っ
た
（
資

料
に
全
文
収
載
）。
約
１
年

を
か
け
て
作
成
さ
れ
た
統
一

意
見
書
は
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
被
ば
く
の
実
態
を
重
視
、

放
影
研
の
L
S
S
（
寿
命
調

査
）や
A
H
S（
健
康
調
査
）

な
ど
の
文
献
検
索
、
D
S
86

と
原
因
確
率
の
批
判
、「
あ

る
べ
き
認
定
条
件
」
の
ま
と

め
）
を
示
し
、
今
後
の
被
ば

く
者
医
療
の
指
針
と
な
る
内

容
を
含
ん
で
い
る
。
作
成
の

過
程
で
原
告
の
訴
え
る
多
様

な
疾
患
の
放
射
線
起

因
性
に
つ
い
て
次
第

に
確
信
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
経
緯
も
読

み
取
ら
れ
る
。

　

集
団
訴
訟
は
31
判

決
で
ほ
ぼ
全
面
勝
利

の
形
で
終
結
し
、
腫

瘍
（
悪
性
、
良
性
）

の
ほ
か
多
数
の
非
腫

瘍
性
疾
患
の
放
射
線

起
因
性
を
認
め
た
画

期
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。
支
援
医
師
団
も

裁
判
の
過
程
で
自
己

成
長
し
、
高
度
な
医

学
闘
争
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ

が
、
本
質
は
弱
者
に

寄
り
添
う
民
主
的
・

正
義
の
闘
い
で
あ
っ

た
こ
と
が
本
書
を
読

む
と
理
解
で
き
る
。

　

巻
末
に
資
料
が
豊
富
に
収

載
さ
れ
て
い
る
の
で
学
習
会

な
ど
の
参
考
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
原
爆
症
認
定
訴
訟
に

携
わ
っ
た
医
師
た
ち
の
貴

重
な
記
録
と
し
て
多
く
の

人
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
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豊
か
な
は
ず
の
こ
の
国
で
、

孤
独
死
や
餓
死
が
あ
る
の
に
生

活
保
護
は
引
下
げ
ら
れ
、
復
興

も
見
え
ぬ
ま
ま
原
発
再
稼
働
は

く
す
ぶ
り
、
戦
の
恐
怖
を
知
る

島
に
米
軍
基
地
が
あ
る
。
明
日

も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
憲
法
改
正
が

取
り
沙
汰
さ
れ
る
。
私
は
ど
ん

な
時
代
に
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

あ
の
事
故
が
起
こ
る
ま
で
、

デ
モ
も
ス
ト
ラ
イ
キ
も
ニ
ュ
ー

ス
の
出
来
事
だ
っ
た
。
そ
れ
が

目
の
前
に
現
れ
た
の
だ
。
廃
炉

を
叫
ぶ
有
象
無
象
が
日
章
旗
を

掲
げ
る
人
々
の
脇
を
進
ん
で
い

っ
た
。
唖
然
と
し
な
が
ら
私
は

既
に
渦
の
中
に
い
た
。

　

私
は
戦
争
を
知
ら
な
い
、
安

保
も
バ
ブ
ル
も
知
ら
な
い
。
シ

ラ
ケ
よ
り
最
早
ゆ
と
り
、
経
済

成
長
は
信
じ
ら
れ
な
く
て
も
不

況
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
受
験

を
生
き
残
り
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム

に
溢
れ
る
何
か
を
無
駄
遣
い
す

る
世
代
だ
。

　

そ
の
時
私
は
あ
る
知
人
を
思

い
浮
か
べ
た
。
福
島
に
戻
る
こ

と
も
適
わ
ず
、
国
に
頼
る
こ
と

も
で
き
な
け
れ
ば
、
デ
モ
に
も

冷
や
や
か
な
彼
の
為
に
私
は
何

が
で
き
た
か
、
そ
の
困
惑
は
生

の
貧
困
に
出
会
っ
た
あ
の
時
に

似
て
い
た
。

　

社
会
の
仕
組
み
を
変
え
る
仕

事
が
あ
る
。
私
が
そ
れ
を
追
っ

た
の
は
、
在
宅
で
初
め
て
患
者

さ
ん
を
持
ち
、
困
っ
た
患
者
に

困
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
彼

の
や
る
せ
な
さ
に
や
る
せ
な
さ

を
感
じ
、
ネ
ッ
ト
を
漁
っ
て
の

事
だ
っ
た
。
あ
る
女
子
大
生
は

ホ
ー
ム
レ
ス
と
放
置
自
転
車
を

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
で
解
決
せ
ん

と
立
ち
上
が
り
、
人
質
に
な
っ

た
青
年
は
通
信
制
高
校
の
現
状

に
向
き
合
っ
て
い
た
。
そ
の
発

想
力
と
行
動
力
に
感
服
す
る
し

か
な
か
っ
た
。

　

戦
後
先
人
は
平
和
を
胸
に
立

ち
上
が
っ
た
と
い
う
、
人
間
ら

し
く
過
ご
せ
る
豊
か
な
社
会
を

目
指
し
、
経
済
的
に
豊
か
に
な

っ
て
も
、
閉
塞
感
の
中
で
、
私

は
生
き
辛
さ
を
感
じ
ず
に
い
ら

れ
な
い
。
基
本
的
人
権
は
、
国

民
主
権
は
、
平
和
主
義
の
理
念

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
主
役
は

「
ひ
と
」
の
筈
な
の
に
…
先
人

が
核
や
戦
争
に
感
じ
た
だ
ろ
う

何
か
が
、
私
に
訴
え
か
け
て
く

る
の
だ
。
し
か
し
時
代
が
違
う

の
は
拳
を
上
げ
て
も
始
ま
ら
な

い
。
自
ら
の
力
で
実
現
し
な
が

ら
共
感
を
呼
び
、
ク
レ
ー
ム
が

嵐
に
な
る
前
に
ニ
ー
ズ
を
サ
ー

ビ
ス
に
翻
訳
し
、
誰
も
無
理
し

な
い
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

そ
ん
な
行
動
型
の
提
案
を
、
私

は
ま
だ
模
索
し
始
め
た
ば
か
り

で
あ
る
。

講演するアーサー・ビナード氏

今
の
時
代
を
生
き
る
こ
と
、

　  

社
会
を
変
え
る
こ
と
を
考
え
る
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